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「反応性アストログリオーシスを定量化する新規画像バイオマーカーの研究開発：認知症疾患の層別化における[18F]SMBT-1の有用性の検討」

関係者の皆様
平素より大変お世話になっております。全国の薬剤製造体制もご整

備いただき、大変ありがとうございました。中京地区のエントリーも
本格的に進み、大変ありがたく存じます。関東地区の進捗状況につい
てお知らせいただければ幸いです。東北地区における今年度の目標は
PSP以外は達成に近づいております。
ここに、2022年10月31日現在の多施設共同研究全体の登録数をご報

告させていただきます。グラフの横軸は症例数で、2022年度末までに
達成すべき検査実施目標数がグレーで表示されています。オレンジの
グラフが現在の登録数です。
注目すべき点としては、お陰様で健常者の2022年度目標はすでに達

成できました。そのうちほぼ全員が来年度のフォローアップスキャン
を希望されています。そのため、今年度後半は健常者リクルートは
セーブしていただき、疾患群のリクルートへの注力をお願いいたしま
す。MCIとADもフォローアップの対象ですがまだまだ足りません。
非AD疾患の積み上げも非常にありがたい状況でございます。
今後は隔週ぐらいのペースで地区毎の達成度も配信させていただき

ます。今後とも何卒ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

研究代表医師 田代学拝

MCI 46.2%

AD 50.0%

PSP 0.0%

FTLD 66.7%

DLB 42.9%

HC 104.8%

all 60.5%

達成度

*

*東北地区の目標症例数は2021年度分の目標症例数も含む


